
竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一

本
稿
は
、「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
―
和
歌
を
主
題

と
す
る
組
香
（
一
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
、
二
〇
一
六
年
一
一

月
）、「
同
―
同
（
二
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
4
号
、
二
〇
一
七
年
二

月
）、「
同
―
同
（
三
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
1
号
、
二
〇
一
七
年
五

月
）、「
同
―
同
（
四
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
2
号
、
二
〇
一
七
年
八

月
）、「
同
―
同
（
五
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
3
号
、二
〇
一
七
年
十
一

月
）、「
同
―
同
（
六
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
4
号
、
二
〇
一
八
年
二

月
）、「
同
―
同
（
七
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
1
号
、
二
〇
一
八
年
五

月
）、「
同
―
同
（
八
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
2
号
、
二
〇
一
八
年
八

月
）、「
同
―
同
（
九
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
3
号
、二
〇
一
八
年
十
一

月
）、「
同
―
同
（
十
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
48
巻
第
4
号
、
二
〇
一
九
年
二

月
）、「
同
―
同
（
十
一
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
49
巻
第
1
号
、
二
〇
一
九
年

五
月
）、「
同
―
同
（
十
二
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
49
巻
第
2
号
、
二
〇
一
九

年
八
月
）、「
同
―
同
（
十
三
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
49
巻
第
3
号
、二
〇
一
九

年
十
一
月
）
に
引
き
続
き
、
竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
所
載
の
組
香
に
つ

い
て
、
と
く
に
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
を
対
象
に
、
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な

う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
数
の
巻
か
ら
、
曲
水
香
、
寿
浮
木
香
、
春
日
山

香
の
計
三
つ
の
組
香
を
取
り
上
げ
る
。
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明
は
、

「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第

2
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び
香
道
用

語
解
説
は
、
前
掲
『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本

稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関

わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。

一
、（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構
造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道

用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。
そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語

解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介

│  

和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
十
四
）  

│

矢　

野　
　
　

環

福　

田　

智　

子
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二

一
、（
2
）
で
引
用
す
る
和
歌
作
品
の
本
文
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新

編
国
歌
大
観
』V

er.2

（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
る
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

《
数
巻
―
四
》
曲
水
香

【
翻
刻
】

 

△
（
朱
）
曲
水
香

 

曲
水
の
宴
は
、
唐
土
に
て
は
周
の
世
よ
り
始
り
、
我
朝
に
て
は
、
顕

宗
帝
二
年
弥
生
上
の
巳
の
日
、
後コ

ウ
ヱ
ン苑

に
御
幸
あ
り
て
、
文
人
詩
哥
の

人
、
東ト

ウ
リ
ウ流

の
邊
に
て
盃
を
上
よ
り
流
し
、
其
盞
の
我
前
を
通
ら
ざ
る

中
に
、
詩
を
作
り
歌
を
詠
み
酒
宴
を
な
せ
し
故
事
を
写
し
侍
る
香
組

な
り
。」
数
一
六
ウ

 
 

新
古
今
集

 

　

  

か
ら
人
の
舩
を
う
か
へ
て
あ
そ
ふ
て
ふ
今
日
は
我
せ
こ
花
か
つ
ら

せ
よ

 
 

新
續
古
今
集

 

　

め
く
り
あ
ふ
今
日
は
弥
生
の
み
か
は
水
名
に
流
れ
た
る
花
の
盃

 
 

草
盧
集

 

　

  

石
ま
ゆ
く
花
の
盃
ま
て
し
は
し
ま
た
こ
と
の
葉
は
か
き
も
な
か
さ

す
」
数
一
七
オ

一　

一
炷
開
也
。

一　

詩
方
五
人
、
歌
方
五
人
と
分
つ
詩
方
上
座

た
る
べ
し

。

 

　
　

詩
方
札
紋
座
定
如
左

 

一
座　
王
維　

二
座　
岑
參　

三
座　
靈
徹　

四
座　
杜
牧　

五
座　
林
逋

 

　
　

歌
方
札
紋
座
定
如
左

 

一
座　
人
麿　

二
座　
業
平　

三
座　
遍
昭　

四
座　
小
町　

五
座　
黒
主

 

　
　

如
此
座
順
に
應
し
札
紋
違
ざ
る
様
に
す
べ
し
。」
数
一
七
ウ

一　

詩
の
香
、哥
の
香
、各
五
包
充
各
外
に
拵
へ

試
に
出
す

、
盞
の
香
一
包
客
香
也

試
な
し

拵
へ
て
、
地

香
の
内
一
包
取
除
是
は
用
る

事
な
し

、
其
跡
へ
盞
の
香
を
加
へ
、
都
合
十
包
出
香

と
す
。

一　

盤
は
横
五
間
竪
四
筋
。
其
真
中
に
川
の
流
有
。
左
右
の
端
に
立
物
建

の
穴
五
つ
充
有
。

一　

立
物

 

　

桃
花　

五
本
詩
方
に

建
る　
　

柳　

五
本
歌
方
に

建
る

」
数
一
八
オ

 

　

香
包　

十　
　

短
冊　

十　
　

桃
の
盃　

十

 

　

王ワ
ウ
イ維

人
形　
　

岑シ
ン
サ
ン參

人
形　
　

靈
徹
人
形　
僧
形

 

　

杜ト
ボ
ク牧

人
形　
　

林リ
ン
ホ逋

人
形　
　
各
敷
革
に
居
（
朱
）

 

　

人
麿
人
形　
　

業
平
人
形　
　

遍
昭
人
形

 

　

小
町
人
形　
　

黒
主
人
形　
　
各
円
座
に
居
（
朱
）

一　

記
録
は
中
り
斗
を
記
す
。

一　

盞
の
香
、
何
人
聞
に
て
も
朱
二
点
充
、
銘
々
持
の
香
聞
」
数
一
八
ウ
た

る
は
朱
一
点
也
。
引
次
の
香
聞
た
る
は
黒
一
点
也
。



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

三

 

　
　

  

但
し
引
次
と
い
ふ
は
盞
の
香
、
或
は
持
の
香
を
聞
中
た
る
香
の

其
次
の
出
香
一
炷
を
引
次
と
号
る
也
。

 
右
の
外
は
点
な
し
。
札
銘
斗
を
聞
た
る
通
認
る
べ
し
。

 

　
　

銘
々
持
香
左
の
こ
と
し
。

 

　

  

一
番
詩
の
香 

王
維
（
朱
）　　

二
番
詩
の
香 

岑
參
（
朱
）　

 

　

三
番
詩
の
香 
靈
徹
（
朱
）　　

四
番
詩
の
香 

杜
牧
（
朱
）　

 

　

五
番
詩
の
香 
林
逋
（
朱
）

 

　

  

一
番
哥
の
香 

人
麿
（
朱
）　　

二
番
哥
の
香 

業
平
（
朱
）　

 

　

三
番
哥
の
香 

遍
昭
（
朱
）」
数
一
九
オ　
　

四
番
哥
の
香 

小
町
（
朱
）　

 

　

五
番
哥
の
香 

黒
主
（
朱
）

 

　
　

盞
の
香
は
持
の
差
別
な
し
。

一　

人
形
は
座
の
順
の
通
り
前
座
に
向
合
て
並
置
て
前
座
と
い
ふ
は

川
端
の
事
也

、
桃
花 

詩

方 

栁 

歌
方 

人
形
の
後
座
に
建
置
き
、
桃
の
盃
を
一
つ
充
人
形
の
前

の
川
に
浮
置
く
へ
し
。
香
包
に
名
香
を
一
炷
充
入
て
香
元
に
置
く
也
。

一　

人
形
進
退
并
に
香
包
短
冊
は
聞
の
点
に
随
ひ
用
様
有
る
也
。」
数
一
九
ウ

点
な
き
聞
に
は
其
沙
汰
な
し
。

一　

初
の
点
に
は
前
座
の
人
形
を
後
座
へ
直
し
、
其
前
の
盃
を
取
揚
て
前

座
へ
置
く
べ
し
。

一　

中
の
点
に
は
香
包
を
其
座
の
人
に
與
ふ
。詩
歌
の
内
案
し
置
べ
し
詩
方
は

詩
、

歌
方
は
哥
を

案
べ
し　
　

。

一　

後
の
点
に
は
短
冊
を
渡
す
と
案
置
た
る
詩
哥
の
内
を
認
て
前
座
に
盃

と
並
べ
置
べ
し
。

一　

札
数
一
人
前
十
一
枚
、
拾
人
分
百
拾
枚
也
。」
数
二
〇
オ

 

　
　

札
表

 

　

王
維　

岑
參　

靈
徹　

杜
牧　

林
逋　
各
真
文
字

 

　

人
麿　

業
平　

遍
昭　

小
町　

黒
主　
各
行
文
字

 

　
　

札
裏

 

　

詩 

五
枚　
　

歌 

五
枚　
　

盞 

一
枚

一　

香
包
折
形
寸
法

 

　

  

行
成
又
は
千
代
紙
類
を
以
て
四
寸
五
分
四
方
に
截
て
折
る
べ
し
。」

数
二
〇
ウ

 

折
立
形　
　
　
　
　
　
　
　

開

 

　

幅
一
寸
五
厘　
　
　
　
　

之　
　
〔
図
〕

 

　

長
二
寸
一
分
五
厘　
　
　

圖

 

　
　
　
〔
図
〕 

」
数
二
一
オ

 

　
　

曲
水
香
之
記　
　
詩
除
（
朱
）

 

　
　
　
〔
表
〕」
数
二
一
ウ

 

　
　
　
〔
表
〕

 

　
　
　

朱
書
の
通
り
に
香
包
短
冊
を
渡
す
べ
し
。

 
　
　
　
　
　

但
し
香
本
番
付
并
香
包
短
冊
の
書
込
み

 

　
　
　
　
　
　
　

誠
の
記
録
に
は
認
る
事
な
し
。」
数
二
二
オ

 

　
　

曲
水
香
盤
立
物
之
圖
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四

 

　
　
　
〔
図
〕」
数
二
二
ウ

 

　
　
　
〔
図
〕」
数
二
三
オ

 
　
　
　
〔
図
〕」
数
二
三
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

詩　
　
　

コ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

5

－

1
＝
9　
　
　

10　
　
　
　
　
　

　
　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　

　
　

盃　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
詩
」「
歌
」
の
香
、
各
五
包
と
、
客
香
「
盃
」
の
香

一
包
の
計
十
一
包
を
用
意
し
、
地
香
か
ら
一
包
を
除
い
た
九
包
に
客
香
一

包
を
加
え
た
計
十
包
を
用
い
る
。
地
香
の
み
試
香
を
行
う
。
盤
物
で
あ
る
。

連
中
十
人
を
詩
方
と
歌
方
に
五
人
ず
つ
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
一
座
か
ら
五

座
ま
で
の
位
置
を
決
め
る
。
答
え
に
は
特
殊
な
札
を
用
い
る
。
札
紋
は
、そ

の
位
置
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
お
り
、
詩
方
は
真
文
字
（
楷
書
体
）、
歌
方
は

行
文
字
（
行
書
体
）
で
記
す
。「
詩
」「
歌
」
各
五
枚
と
「
盃
」
一
枚
の
十
一

枚
の
札
を
用
意
し
、
一
炷
開
き
で
香
を
聞
く
。

盤
は
、
横
五
間
竪
四
筋
で
、
中
央
に
川
の
流
れ
が
描
か
れ
、
左
右
の
端

に
立
物
を
立
て
る
穴
が
五
つ
ず
つ
あ
る
も
の
を
用
い
る
。
詩
方
に
は
桃
花

を
、
歌
方
に
は
柳
を
、
そ
れ
ぞ
れ
五
本
ず
つ
立
て
る
。
そ
の
他
、
立
物
と

し
て
は
、
香
包
、
短
冊
、
桃
の
盃
を
十
ず
つ
と
、
連
中
に
一
体
ず
つ
人
形

を
十
体
用
意
す
る
。
香
包
は
、
行
成
紙
（
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
染
め
た
鳥
の

子
紙
に
雲
母
で
文
様
を
刷
っ
た
紙
）
ま
た
は
千
代
紙
を
四
寸
五
分
の
正
方

形
に
切
っ
て
用
い
る
。
折
り
方
に
も
指
示
が
あ
る
。
ま
た
、
詩
方
の
人
形

は
、
敷
革
、
歌
方
の
人
形
は
円
座
に
座
ら
せ
る
。

人
形
は
、
座
の
順
の
と
お
り
に
前
座
（
盤
の
川
端
）
に
詩
方
と
歌
方
と

を
向
か
い
合
わ
せ
で
並
べ
て
置
く
。
人
形
の
後
座
（
後
方
）
に
、
前
述
の

桃
花
と
柳
を
立
て
て
置
き
、
桃
の
盃
を
一
つ
ず
つ
人
形
の
前
の
川
に
浮
か

べ
て
置
く
。
ま
た
、
香
包
に
は
名
香
を
一
炷
ず
つ
入
れ
、
香
元
に
置
い
て

お
く
。

「
盃
」
の
香
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
朱
二
点
で
あ
る
が
、
そ

の
他
の
香
は
、
連
中
銘
々
の
「
持
の
香
」
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

聞
き
当
て
る
と
朱
一
点
と
な
る
。
ま
た
、「
引
次
の
香
」（「
盃
」
の
香
、
あ

る
い
は
「
持
の
香
」
を
聞
き
当
て
た
直
後
の
一
炷
）
を
聞
き
当
て
る
と
、黒

一
点
で
あ
る
。

人
形
の
進
退
や
香
包
・
短
冊
の
使
い
方
は
、
こ
れ
ら
聞
き
当
て
た
点
に

従
う
。
初
め
て
点
を
得
た
と
き
は
、
前
座
に
あ
っ
た
人
形
を
後
座
に
移
し
、

そ
の
前
の
川
に
浮
か
べ
て
あ
っ
た
盃
を
取
っ
て
前
座
に
置
く
。
次
に
点
を

得
る
と
、
香
包
が
与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
聞
き
当
て
た
人
は
、
詩
方
は

詩
を
、
歌
方
は
歌
を
考
え
て
お
く
。
さ
ら
に
点
を
得
た
と
き
に
は
、
短
冊

が
渡
さ
れ
、
そ
こ
に
詩
あ
る
い
は
歌
を
書
い
て
、
前
座
に
置
い
て
お
い
た

盃
と
並
べ
て
置
く
。

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*

*

*

*

*
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五

記
録
に
は
、
聞
き
当
て
た
香
の
み
を
記
す
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、
伝
書
の
集
付
ど
お
り
に
、
以
下
の
歌

集
に
見
出
さ
れ
る
。

 

　
　

曲
水
宴
を
よ
め
る　

 

　
　

中
納
言
家
持　
　

 

か
ら
人
の
ふ
ね
を
う
か
べ
て
あ
そ
ぶ
て
ふ
け
ふ
ぞ
我
が
せ
こ
花
か
づ

ら
せ
よ 

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
五
一
番

 

　
　

曲
水
宴
の
心
を　
　
　

 
　
　
　

権
中
納
言
家
賢　
　

 

め
ぐ
り
あ
ふ
け
ふ
は
や
よ
ひ
の
み
か
は
水
名
に
な
が
れ
た
る
花
の
さ

か
づ
き 

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
春
歌
下
、
一
七
九
番

 

　
　

曲
水
宴
を

 

い
し
ま
ゆ
く
花
の
さ
か
づ
き
ま
て
し
ば
し
ま
だ
言
の
は
は
か
き
も
な

が
さ
ず 

『
草
庵
和
歌
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
一
一
七
番

一
首
目
の
家
持
歌
は
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
三
月
の
詠
と
し
て
、

『
万
葉
集
』
に
も
載
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

　
　

三
日
に
守
大
伴
宿
祢
家
持
の
館
に
し
て
宴
す
る
歌
三
首

 

漢
人
も
筏
浮
か
べ
て
遊
ぶ
と
い
ふ
今
日
そ
我
が
背
子
花
縵
せ
よ

 

『
万
葉
集
』
巻
第
十
九
、四
一
五
三
（
四
一
七
七
）
番

も
っ
と
も
、『
万
葉
集
』
で
は
第
二
句
「
筏
浮
か
べ
て
」
で
あ
り
、
本
伝
書

の
直
接
の
出
典
と
し
て
は
、
や
は
り
『
新
古
今
集
』
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
二
首
目
は
花
山
院
（
藤
原
）
家
賢
の
歌
、
三
首
目
は
二
条
派
の
歌

僧
、
頓
阿
の
自
撰
家
集
の
歌
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し

た
歌
人
の
歌
が
並
ぶ
。

本
組
香
の
主
題
、
曲
水
宴
は
、
古
代
中
国
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
行
事
で

あ
る
。
本
伝
書
で
は
周
（
紀
元
前
一
〇
五
〇
年
頃
〜
二
五
六
年
）
の
時
代

か
ら
始
ま
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
な
お
、『
荊
楚
歳
時
記
』（
六
世
紀
、
宗
懍

撰
。
杜
公
瞻
注
。
楚
の
年
中
行
事
を
記
し
た
書
。）
の
注
に
載
る
『
続
斉
諧

記
』
の
記
述
か
ら
は
、
晋
の
武
帝
（
在
位
二
六
五
年
〜
二
九
〇
年
）
の
頃

に
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』

の
「
三
月
の
上
巳
に
、
後
苑
に
幸
し
て
、
曲
水
宴
き
こ
し
め
す
。」（
巻
第

十
五
・
顕
宗
天
皇
元
年
〈
四
八
五
〉）
が
嚆
矢
と
さ
れ
る
。

「
歌
方
」
の
五
人
の
歌
人
名
は
、す
べ
て
『
古
今
集
』
仮
名
序
に
登
場
す

る
。「
う
た
の
ひ
じ
り
」
と
さ
れ
る
柿
本
人
麿
の
ほ
か
、「
ち
か
き
世
に
そ

の
名
き
こ
え
た
る
人
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、い
わ
ゆ
る
「
六
歌
仙
」（
僧

正
遍
昭
・
在
原
業
平
・
文
屋
康
秀
・
喜
撰
法
師
・
小
野
小
町
・
大
伴
黒
主
）
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六

の
う
ち
、
業
平
・
遍
昭
・
小
町
・
黒
主
の
四
名
の
歌
人
名
が
採
ら
れ
て
い

る
。な

お
、「
詩
方
」
の
五
人
に
つ
い
て
は
、
王
維
・
岑
參
・
靈
徹
・
杜
牧
は

唐
時
代
の
詩
人
、林
逋
は
北
宋
の
詩
人
で
あ
る
。
と
く
に
王
維
は
「
詩
仏
」

と
称
さ
れ
名
高
い
。

《
数
巻
―
七
》
壽
浮
木
香

【
翻
刻
】

 

△
（
朱
）
壽
浮
木
香

 
 

新
勅
撰
集

 

　
　

延
喜
六
年
日
本
記
竟
宴
誉
田
天
皇

 

　
　

 
　

西
三
条
右
大
臣　
　

 

　
　

  

年
へ
た
る
ふ
る
き
う
き
ゝ
の
す
て
ね
は
そ
さ
や
け
き
光
り
遠
く

き
こ
ゆ
る

 

　

此
和
哥
に
よ
り
て
組
侍
た
る
香
也
。

一　

一
炷
開
也
。」
数
三
四
ウ

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

方
五
人
、
龜
方
五
人
と
分
つ
。

一　

浮
木
の
香
、
光
の
香
、
遠
の
香
、
各
三
包
外
に
一
包
充

拵
、
試
に
出
す

、
客
香
二
包
一
包
つ
ゝ
別

香
を
用
ゆ

、

以
上
拵
へ
て
、
地
香
九
包
の
内
一
包
取
除
け
、
残
八
包
に
客
香
二
包

加
へ
、
都
合
十
包
出
香
と
す
。

一　

盤
は
竪
十
行
溝
五
筋
、
横
十
四
界
中
に
勝
負
の
場
有
畦
各

穴
有

。」
数
三
五
オ

 

立
物

 

　

金
折
　

五
羽　
柄
を

付
る　
　

銀
折
龜　

五
疋　
臺
に　
の
せ
る

 

　

紅
梅　

一
本　
　

若
松　

五
本　
　

寒
竹　

五
本

 

　
　
　

哥
の
短
冊
を
付
る

一　

龜
を
双
方
盤
の
端
に
置
は
畦
に
立
る
。
龜
は
溝
に

置
く
。

龜
向
合
置
へ
し

。
勝
負
場
の
真
中
に
紅
梅
を

立
る
。
其
左
右
に
松
竹
を
立
置
く
松
は
畦
、
竹
は

溝
に
立
る　
　

べ
し
。

一　

浮
木
香
と
聞
は
一
の
札
、
光
の
香
に
二
の
札
、
遠
の
香
に
」
数
三
五
ウ 

三
の
札
、
客
香
に
ウ
の
札
初
に
出
た
る
を

と
云

後
に
出
た
る
を
龜
と
云

う
つ
べ
し
。

一　

龜
の
進
は
、

方
に
て

の
香
初
客

也

、
独
聞
四
間
、
二
人
よ
り
は
三

間
、
龜
香
独
聞
三
間
、
二
人
よ
り
は
二
間
、
龜
方
に
て
龜
香
次
客

也

独
聞

四
間
、
二
人
よ
り
は
三
間
、
香
独
聞
三
間
、
二
人
よ
り
は
二
間
、
此

外
地
香
の
聞
は
一
間
充
進
む
べ
し
。
勝
負
場
へ
行
と
、

方
は
若
松

を
取
る
べ
し
。
龜
方
は
竹
を
取
べ
し
。 

龜
と
も
に
勝
負
の
場
へ
至 

れ
は
働
か
ず
。」
数
三
六
オ 

勝
負
の
場
の
除
に
て 

聞
違
た
る
は
一
間
あ

と
へ
し
ざ
る
。
独
聞
違
た
る
時
も
一
間
跡
へ
退
く
な
り
。 

勝
負
の
場 

を
行
越
、

に
て
も
龜
に
て
も
跡
の
方
へ
む
け
置
な
り
。
聞
に
し
た 

が
ひ
跡
の
方
へ
す
ゝ
む
。
又
行
越
た
る
時
も
同
前
な
り
。 

香
終
り
て

後
に
勝
た
る
方
へ
紅
梅
を
と
る
べ
し
。

一　

記
録
は
中
り
斗
を
記
す
。
一
炷
聞
中
た
る
を
百
歳
と
記
し
、
二
炷
中

た
る
は
二
百
歳
と
段
々
皆
中
を
千
歳
と
し
る
す
べ
し
。」
数
三
六
ウ
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七

 

　
　

壽
浮
木
香
記　
　
浮
木
除
（
朱
）

 

　
　
　
〔
表
〕」
数
三
七
オ

 
　
　

壽
 

　
　

浮　

紅
梅　

壱
本　
金
短
冊
に
年
経　

た
る
の
哥
を
認
る

 

　
　

木　

若
松　

五
本　

金
折
　

五
羽　
　
〔
図
〕　　
　

 

　
　

香　

寒
竹　

五
本　

銀
折
龜　

五
疋

 

　
　

盤　
　
　
　
　

 

」
数
三
七
ウ　
　
　

 

　
　

立

 

　
　

物　

 

　
　

之　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
図
〕」
数
三
八
オ　

　
　

 

　
　

圖 

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

浮
木　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

コ

　
　

光　
　
　
　

3
－

1
＝
8　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10

　
　

遠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　

客
一　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

客
二　
　
　
　
　

本
香
に
は
、地
香
「
浮
木
」「
光
」「
遠
」
の
香
、各
三
包
計
九
包
と
、客

香
二
包
を
別
香
で
用
意
す
る
。
そ
し
て
、地
香
九
包
か
ら
一
包
を
除
き
、残

り
の
八
包
に
客
香
二
包
を
加
え
て
、
計
十
包
を
用
い
る
。
地
香
の
み
試
香

を
行
う
。
盤
物
で
あ
る
。

盤
は
、竪
十
行
溝
五
筋
、横
十
四
界
の
も
の
を
用
い
る
。
中
央
に
は
「
勝

負
の
場
」
を
設
け
、そ
の
畦
に
は
穴
が
ひ
と
つ
ず
つ
あ
る
。
立
物
に
は
、金

の
折
鶴
を
柄
に
付
け
た
も
の
と
銀
の
折
亀
を
台
に
載
せ
た
も
の
を
五
羽
ず

つ
、
歌
の
短
冊
を
付
け
た
紅
梅
を
一
本
と
、
若
松
・
寒
竹
を
五
本
ず
つ
用

意
し
て
お
く
。

連
中
は
鶴
方
と
亀
方
に
五
人
ず
つ
分
け
る
。
鶴
方
は
鶴
の
立
物
を
、
亀

方
は
亀
の
立
物
を
、
ひ
と
り
ひ
と
つ
ず
つ
所
有
す
る
。
答
え
に
は
十
炷
香

札
を
用
い
、
一
炷
開
き
で
香
を
聞
く
。

ま
ず
、
鶴
は
畦
に
、
亀
は
溝
に
、
向
か
い
合
わ
せ
て
盤
の
端
に
置
き
、

「
勝
負
の
場
」
の
中
央
に
紅
梅
、
そ
の
左
右
の
畦
に
は
松
、
溝
に
は
竹
を
立

て
る
。

「
浮
木
」「
光
」「
遠
」
の
香
に
は
順
に
「
一
」「
二
」「
三
」
の
札
を
、客

香
に
は
「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。
二
種
類
の
客
香
は
、
初
め
に
出
た
香
を

「
鶴
」、
後
に
出
た
香
を
「
亀
」
と
呼
ぶ
。

連
中
は
、
自
分
の
方
の
香
（
鶴
方
は
「
鶴
」、
亀
方
は
「
亀
」）
の
香
を

聞
き
当
て
る
と
、
独
り
聞
き
は
四
間
、
二
人
以
上
で
は
三
間
進
み
、
ま
た
、

相
手
方
の
香
（
鶴
方
は
「
亀
」、
亀
方
は
「
鶴
」）
を
聞
き
当
て
る
と
、
独

り
聞
き
は
三
間
、
二
人
以
上
で
は
二
間
進
む
。
地
香
を
聞
き
当
て
た
と
き

は
、
鶴
方
・
亀
方
の
区
別
や
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
一
間
ず
つ

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

⎫｜⎬｜⎭
*

*
*

*

*

*

*

*
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と
す
る
。

立
物
の
鶴
・
亀
が
「
勝
負
の
場
」
に
至
る
と
、
鶴
方
は
若
松
を
、
亀
方

は
竹
を
取
る
。
こ
れ
以
降
、
香
を
聞
き
違
え
た
と
き
は
、
ひ
と
り
だ
け
聞

き
違
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
数
に
関
わ
ら
ず
一
間
退
く
。
十
炷
す
べ
て

を
聞
き
終
わ
っ
た
後
、
勝
っ
た
方
が
紅
梅
を
取
る
。

な
お
、〔
翻
刻
〕
中
の 　
　

 

の
箇
所
は
、
文
字
の
上
に
薄
紙
が
貼
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
勝
負
の
場
」
に
鶴
・
亀
が
同
時
に
至
っ
た
と
き
は
、

こ
れ
以
降
、
鶴
・
亀
の
立
物
は
動
か
さ
な
い
と
い
う
こ
と
や
、「
勝
負
の

場
」
を
越
え
る
と
、
鶴
で
も
亀
で
も
立
物
を
後
ろ
に
向
け
直
し
、
香
を
聞

き
当
て
る
た
び
に
後
ろ
向
き
に
進
む
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。「
勝
負

の
場
を
行
越
…
…
又
行
越
た
る
時
も
同
前
な
り
。」
と
い
う
よ
う
に
、文
意

が
解
し
に
く
く
、
誤
写
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は

特
筆
す
べ
き
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
注
意
を
要
す
る
。
あ
る
い
は
秘
伝
の

類
か
。

記
録
に
は
、
聞
き
当
て
た
香
名
の
み
を
書
き
、
最
下
段
に
は
、
聞
き
当

て
た
数
に
よ
り
、一
炷
か
ら
順
に
「
百
歳
」「
二
百
歳
」
…
…
「
千
歳
」
と

記
す
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
第
七
賀
歌
、

四
九
〇
番
に
載
る
。

 

　
　

延
喜
六
年
日
本
紀
竟
宴
歌
、
誉
田
天
皇 

西
三
条
右
大
臣　
　

 

年
へ
た
る
ふ
る
き
う
き
き
を
す
て
ね
ば
ぞ
さ
や
け
き
ひ
か
り
と
ほ
く

き
こ
ゆ
る

『
日
本
紀
竟
宴
和
歌
』
上
、三
九
番
に
も
載
る
歌
で
あ
る
。
第
二
句
「
ふ
る

き
う
き
ゝ
の
」
は
「
ふ
る
き
う
き
き
を
」
の
異
文
が
あ
る
が
、
本
伝
書
の

本
文
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
浮
木
」「
光
」「
遠
」
の
香
名
は
、す
べ
て
こ
の

和
歌
に
拠
る
。

「
西
三
条
右
大
臣
」
は
、
源
光
（
八
四
五
〜
九
一
三
）。
仁
明
天
皇
の
皇

子
で
、『
新
勅
撰
集
』
に
こ
の
一
首
が
載
る
。
後
の
『
源
氏
物
語
』
の
主
人

公
、
光
源
氏
の
モ
デ
ル
の
ひ
と
り
と
も
さ
れ
る
。

「
日
本
紀
竟
宴
（
和
）
歌
」
は
、『
日
本
書
紀
』
の
講

に
際
し
、
登
場

す
る
神
や
人
の
名
を
題
に
し
て
、
そ
の
事
跡
を
詠
む
題
詠
歌
で
あ
る
。
当

該
歌
は
、
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
の
詠
。
歌
題
の
「
誉
田
天
皇
」
は
、
第

十
五
代
応
神
天
皇
で
、
父
は
仲
哀
天
皇
、
母
は
神
功
皇
后
で
あ
る
。
以
下
、

引
用
す
る
『
日
本
書
紀
』
応
神
天
皇
三
十
一
年
八
月
の
記
事
に
依
拠
し
て
、

当
該
歌
は
詠
ま
れ
て
い
る
（
本
文
の
引
用
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
』
訓
下
し
文
に
拠
る
が
、
読
み
仮
名
を
取
捨
選
択
し
た
り
、
読
点
を
付

し
た
り
す
る
な
ど
、
適
宜
、
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。）。

 

三
十
一
年
の
秋
八
月
に
、
群

ま
へ
つ
き
み
た
ち

卿
に
詔
し
て
曰
は
く
、「
官

み
や
け
の
ふ
ね

船
、
枯か

ら
の野
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九

と
名
く
る
は
、
伊
豆
国
の
貢
れ
る
船
な
り
。
是
朽
ち
て
用
ゐ
る
に
堪

へ
ず
。
然
れ
ど
も
、
久
し
く
官

お
ほ
や
け
も
の

用
と
為
り
て
、
功

い
さ
を
し

忘
る
べ
か
ら
ず
。

何い
か
にぞ

、
其
の
船
の
名
を
絶
た
ず
し
て
、
後の

ち
の
よ葉

に
伝
ふ
る
こ
と
得
む
」

と
の
た
ま
ふ
。
群
卿
、
便
ち
詔
を
被か

が
ふり

て
、
有つ

か
さ司

に
令

の
り
ご
とし

て
、
其
の

船
の
材き

を
取
り
、
薪
と
し
て
塩
に
焼
か
し
む
。
是
に
、
五
百
籠こ

の
塩

を
得
た
り
。
則
ち
施
し
て
周
く
諸

も
ろ
も
ろ
の
く
に

国
に
賜
ひ
、因
り
て
船
を
造
ら
し

む
。
是
を
以
ち
て
、
諸
国
、
一も

ろ
と
も時

に
五
百
船
を
貢た

て
ま
つ上

り
、
悉
に
武
庫

水
門
に
集
ふ
。
是
の
時
に
当
り
、
新
羅
調

み
つ
き
の
つ
か
ひ

使
共
に
武
庫
に
宿
る
。

爰
に
新
羅
の
停や

ど
りに

、
忽
に
失ひ

つ火
き
、
即
ち
引の

び
て
聚つ

ど

へ
る
船
に
及い

た

り
、

多さ
は

に
船
焚や

か
れ
ぬ
。
是
に
由
り
て
、
新
羅
人
を
責
む
。
新
羅
王こ

に
き
し、

聞

き
て
、

お然
ぢ
大
き
に
驚
き
て
、
乃
ち
能
き
匠た

く
み者

を
貢

た
て
ま
つる

。
是
、
猪

名
部
等
が
始

は
じ
め
の
お
や

祖
な
り
。
初
め
枯
野
の
船
を
塩
の
薪
に
し
て
焼
き
し
日

に
、余も

え
く
ひ燼

あ
り
。
則
ち
其
の
燃
え
ぬ
こ
と
を
奇あ

や

し
び
て
献
る
。
天

す
め
ら
み
こ
と皇

異あ
や

し
び
た
ま
ひ
て
、
琴
に
作
ら
し
め
た
ま
ふ
。
其
の
音ね

鏗ゆ

ら鏘
に
遠
く

聆き
こ

ゆ
。
是
の
時
に
、
天
皇
歌

み
う
た
よ
みし

て
曰
は
く
、

 

　
　

  

枯
野
を　

塩
に
焼
き　

其し

が
余
り　

琴
に
作
り　

掻
き
弾
く
や　

由
良
の
門
の　

門
中
の
海い

く
り石

に　

振
れ
立
つ　

な
づ
の
木
の　

さ
や
さ
や

 

と
の
た
ま
ふ
。

応
神
天
皇
が
、
古
く
な
っ
た
官
船
「
枯
野
」
の
名
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、

こ
の
船
を
薪
に
し
て
塩
を
焼
き
、
諸
国
に
賜
っ
た
と
こ
ろ
、
返
礼
と
し
て

多
く
の
船
が
献
上
さ
れ
た
上
、
薪
と
し
て
燃
え
な
か
っ
た
木
で
作
っ
た
琴

の
音
は
、
清
ら
か
に
遠
く
響
き
渡
っ
た
と
い
う
。
当
該
歌
は
、
こ
の
事
跡

を
讃
え
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
連
中
を
分
け
る
「
龜
方
」
の
名
称
は
、「
浮
木
」
か
ら
「
盲
亀
の

浮
木
」
の
故
事
を
連
想
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
寄
合
書
の
「
浮
木
」
の
項

に
も
、「
盲
亀
」（『
俳
諧
類
船
集
』）、「
亀
」（『
連
珠
合
璧
集
』）
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。「

方
」
は
、「
亀
」
の
対
と
し
て
発
想
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
組
香
の
名
称
「
壽
浮
木
香
」
の
「
壽
」
の
意
は
、こ
の
「

」「
龜
」
の

名
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
。

《
数
巻
―
九
》
春
日
山
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
春
日
山
香

 
 

類
題
和
歌
集　
　
　
　

 

　
　
　
　
　

為
義　
　

 

　

山
里
は
淋
し
け
れ
ど
も
鹿
の
音
を
居
な
か
ら
き
く
ぞ
人
に
増
れ
る

 

　

此
哥
に
よ
り
て
組
侍
る
。

一　

一
炷
開
也
。

一　

十
炷
香
札
を
用
ゆ
。

一　

東
山
方
五
人
、
西
山
方
五
人
と
分
つ
東
山
方

上
座
也

。」
数
四
四
ウ

一　

一
二
三
の
香
、
各
三
包
充
、
客
香
一
包
、
都
合
十
包
出
香
と
す
。
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一
〇

一　

地
香
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。

一　

盤
は
竪
溝
一
筋
、
横
界
廿
間
、
其
中
に
勝
負
の
場
、
山
の
錺
有
。
双

方
に
楓
を
立
る
。

一　

立
物

 

　

鹿　

二
疋
牝牡　

　

紅
葉
大
木
三
本
盤
の
前
後
に
立
る
。　
　

一
本
は
山
の
上
に
立
る
。

」
数
四
五
オ

 

　

小
紅
葉
数
本
盤
に
一
面
に

立
る
べ
し　

幕 

拾
張

 

　

春
日
山
作
物
勝
負
の
場
に
置
。
紅
葉
の

木
、
見
合
立
お
く
べ
し
。

 

　

短
冊
竪
二
寸
五
分

幅
五
分　

　

壱
枚
春
日
山
の
内
の
大
木

紅
葉
に
か
け
置
く

 

　
　

山
里
の
哥
を
認
べ
し

一　

證
歌
の
下
の
句
に
よ
り
て
聞
中
た
る
は
鹿
動
か
す
、
聞
違
た
る
方
の

鹿
を
進
む
。
春
日
山
を
越
る
と
動
さ
る
方
よ
り
山
の
楓
に
付
た
る
短

冊
を
取
て
、我
方
の
紅
葉
の
大
木
に
懸
る
。」
数
四
五
ウ 

も
し
又
其
後
に

向
方
勝
た
る
時
は
、
短
冊
を
向
方
へ
渡
べ
し
。

一　

鹿
は
双
方
大
木
の
下
に
置
き
、
双
方
の
聞
数
を
消
合
せ
て
負
た
る
方

の
鹿
を
其
数
程
進
す
べ
し
。
假
令
東
山
方
四
人
聞
、
西
山
方
二
人
聞

の
時
は
、
西
山
方
二
間
進
む
。
東
山
方
は
動
か
ず
、
向
の
鹿
を
此
方

に
引
寄
て
、
鹿
と
鹿
行
合
を
限
と
し
て
香
は
残
り
て
も
盤
の
勝
負
は

終
る
也
。
も
し
又
鹿
互
に
行
違
た
る
時
は
、
負
た
る
方
の
鹿
、
盤
の

向
端
に
至
る
を
限
と
」
数
四
六
オ 

す
べ
し
。

一　

始
に
連
中
銘
々
よ
り
ウ
の
札
を
壱
枚
取
て
、
山
上
の
小
木
の
本
に
置

き
、
聞
中
た
る
は
動
か
ず
、
聞
違
た
る
人
の
札
を
山
よ
り
下
に
落
し
、

聞
違
た
る
度
毎
に
跡
へ
一
間
充
退
へ
し
札
は
、
山
よ
り
落
し
た
る
後
に
聞
中
た
り
共
、
山
へ
あ

け
る
事
な
し
。
聞
中
た
る
時
は
其
所
へ
札
を
退
す
に

置
べ

し
。　

。
十
炷
と
も
に
皆
中
た
る
人
の
札
は
盤
終
る
迄
山
を
落
す
事
な

し
。
其
時
は
褒
美
と
し
て
其
木
の
根
に
幕
を
う
つ
べ
し
。
勝
負
定
て

も
」
数
四
六
ウ 

負
た
る
組
の
内
に
て
皆
中
の
人
幕
を
打
を
一
座
の
規
模

と
す
べ
し
。

一　

勝
た
る
方
の
内
に
て
聞
数
多
き
人
に
記
録
を
與
ふ
べ
し
。
客
独
聞
四

間
、
二
人
三
間
、
三
人
よ
り
二
間
也
。
地
香
独
聞
三
間
、
二
人
二
間
、

三
人
よ
り
一
間
充
の
例
を
以
て
負
た
る
方
の
鹿
を
そ
の
間
数
程
進
む

也
。

一　

香
終
り
て
も
鹿
二
疋
互
に
山
を
越
て
勝
負
決
せ
ず
、」数
四
七
オ 

持
に
成

た
る
時
は
、
一
二
三
ウ
の
内
、
火
末
を
一
炷
密
に
包
直
し
、
連
中
へ

名
乗
紙
一
枚
充
渡
し
て
、
火
末
を
炷
出
す
。
其
聞
を
記
出
さ
せ
、
是

に
て
勝
負
を
極
る
。
若
又
此
一
炷
も
双
方
同
聞
数
な
ら
ば
、
勝
負
は

持
と
定
む
る
べ
し
。
此
一
炷
は
記
録
に
認
る
に
及
ば
す
。

一　

記
録
は
中
り
斗
を
記
す
。」
数
四
七
ウ

 

　
　

春
日
山
香
記

 

　
　
　
〔
表
〕」
数
四
八
オ

 

　
　

春
日
山
香
盤
立
物
之
圖

 
　
　
　
〔
図
〕」
数
四
八
ウ

 

　
　
　
〔
図
〕」
数
四
九
オ

 

　
　
　
〔
図
〕」
数
四
九
ウ
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一
一

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

コ　
　
　

コ　
　
　
　

　
　

二　
　
　

3　
　
　

10　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ウ　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
、
各
三
包
計
九
包
と
、
客

香
一
包
の
計
十
包
を
用
い
る
。
地
香
の
み
試
香
を
行
う
。
盤
物
で
あ
る
。

盤
は
、
竪
溝
一
筋
、
横
界
二
十
間
の
も
の
を
用
い
る
。
中
央
に
は
「
勝

負
の
場
」
を
設
け
る
。
立
物
に
は
、
ま
ず
鹿
を
牡
雌
一
つ
ず
つ
用
意
す
る
。

ま
た
、「
勝
負
の
場
」
の
中
央
に
は
春
日
山
の
作
り
物
を
置
き
、
紅
葉
の
大

木
三
本
の
う
ち
の
一
本
を
山
上
に
立
て
、
左
右
に
楓
を
立
て
る
。
残
り
の

二
本
は
、盤
の
前
後
に
立
て
て
お
く
。
さ
ら
に
、小
さ
な
紅
葉
を
数
本
、盤

一
面
に
立
て
る
。
他
に
、
幕
を
十
張
り
用
意
し
、
短
冊
一
枚
に
は
、
本
伝

書
冒
頭
に
記
さ
れ
る
「
山
里
」
の
歌
を
書
い
て
、
春
日
山
の
紅
葉
の
大
木

に
掛
け
て
お
く
。

連
中
は
東
山
方
と
西
山
方
に
五
人
ず
つ
分
け
る
。
東
山
方
が
上
座
で
あ

る
。
答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
、
一
炷
開
き
で
香
を
聞
く
。
香
席
の
始

め
に
、
連
中
か
ら
ひ
と
り
一
枚
ず
つ
「
ウ
」
の
札
を
取
り
、「
勝
負
の
場
」

の
春
日
山
の
山
上
の
小
木
の
も
と
に
置
く
。
そ
し
て
、
聞
き
当
て
た
人
の

札
は
動
か
さ
ず
、
聞
き
違
え
た
人
の
札
を
山
か
ら
下
に
落
と
し
て
、
聞
き

違
え
る
た
び
に
一
間
ず
つ
退
く
。
札
を
山
か
ら
落
と
し
た
後
に
香
を
聞
き

当
て
て
も
、
山
に
上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
札
は
そ
の
ま
ま
の
場
所
に
置
い

て
お
く
。
十
炷
す
べ
て
を
聞
き
当
て
た
人
の
札
は
、
盤
の
勝
負
が
終
わ
る

ま
で
山
か
ら
落
と
さ
ず
、
褒
美
と
し
て
、
そ
の
木
の
根
元
に
幕
を
立
て
る
。

勝
負
が
定
ま
り
、
負
け
た
方
の
組
に
す
べ
て
聞
き
当
て
た
人
が
い
た
と
き

で
も
、
幕
は
そ
の
組
の
連
中
全
員
の
分
を
立
て
る
よ
う
に
す
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、東
山
方
と
西
山
方
の
勝
負
を
行
う
。
鹿
を
双
方
、盤

の
前
後
に
立
て
た
大
木
の
下
に
置
く
。
そ
し
て
、
東
山
方
と
西
山
方
、
そ

れ
ぞ
れ
に
聞
き
当
て
た
香
の
間
数
を
換
算
・
合
計
し
て
、
負
け
た
方
の
鹿

を
そ
の
間
数
分
進
め
る
。
客
香
の
独
り
聞
き
は
四
間
、二
人
で
は
三
間
、三

人
以
上
は
二
間
、
地
香
の
独
り
聞
き
は
三
間
、
二
人
で
は
二
間
、
三
人
以

上
は
一
間
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
た
と
え
ば
、
地
香
を
東
山
方
が
四
人

聞
き
当
て
、
西
山
方
が
二
人
聞
き
当
て
た
時
は
、
東
山
方
の
鹿
は
そ
の
ま

ま
動
か
さ
ず
、
西
山
方
が
鹿
を
二
間
進
め
る
。

鹿
が
「
勝
負
の
場
」
の
春
日
山
を
越
え
る
と
、
鹿
を
動
か
さ
な
か
っ
た

方
が
、
春
日
山
の
紅
葉
の
大
木
に
掛
け
て
お
い
た
「
山
里
」
の
歌
の
短
冊

を
、
自
分
の
方
の
紅
葉
の
大
木
に
掛
け
る
。
も
し
ま
た
そ
の
後
に
相
手
方

が
勝
っ
た
と
き
は
、
短
冊
を
相
手
方
に
渡
す
。
盤
上
で
鹿
と
鹿
と
が
出
会

う
と
、
香
は
残
っ
て
い
て
も
、
勝
負
は
終
了
と
な
る
。
ま
た
、
鹿
が
行
き

違
っ
た
と
き
は
、
負
け
た
方
の
鹿
が
盤
の
向
こ
う
の
端
に
至
っ
た
時
点
で

香
席
は
終
わ
り
で
あ
る
。

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*
*

*

*

*

*
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一
二

な
お
、
香
が
終
わ
っ
て
も
鹿
が
と
も
に
山
を
越
え
る
こ
と
な
く
勝
負
が

決
ま
ら
ず
、「
持
」（
引
き
分
け
）
に
な
っ
た
と
き
は
、「
一
」「
二
」「
三
」

「
ウ
」
の
香
の
火
末
（
焚
き
殻
）
を
一
炷
、
任
意
に
選
ん
で
包
み
直
し
、
連

中
に
は
名
乗
紙
を
一
枚
ず
つ
渡
し
て
、
火
末
を
焚
き
、
そ
の
答
え
に
よ
り

勝
負
を
決
す
る
。も
し
ま
た
こ
の
一
炷
も
双
方
が
同
じ
聞
き
数
な
ら
ば
、勝

負
は
「
持
」
と
定
め
る
。
こ
の
一
炷
は
、
記
録
に
記
す
必
要
は
な
い
。

記
録
は
、
聞
き
当
て
た
香
の
み
を
記
す
。
勝
っ
た
方
の
連
中
で
、
最
も

多
く
香
を
聞
き
当
て
た
人
に
記
録
を
与
え
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
類
題
和
歌
集
』
巻
第
十
一
秋
部
二
、

一
〇
九
〇
〇
番
に
載
る
（
本
文
の
引
用
は
、
研
究
叢
書
４
１
３ 

『
類
題
和

歌
集
』〈
日
下
幸
男
編
、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
〉
に
拠
る
。）。

 

　
　

山
近
聞
鹿
声　
　
　

 

　
　
　
　
　

為
義　
　

 

山
里
は
さ
ひ
し
け
れ
と
も
鹿
の
ね
を
ゐ
な
か
ら
聞
そ
人
に
ま
さ
れ
る

本
組
香
は
、
こ
の
歌
の
下
句
に
ち
な
み
、
香
を
聞
き
当
て
た
方
の
鹿
を
動

か
さ
ず
、
相
手
方
の
鹿
を
進
め
る
と
い
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
歌
は
、『
和
歌
一
字
抄
』
上
、
一
〇
五
番
に
、「
橘
為
義
朝

臣
」
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
る
。『
和
歌
一
字
抄
』
は
、藤
原
清
輔
の
歌
学

書
で
、「
原
撰
本
の
成
立
は
、作
者
表
記
に
依
り
ほ
ぼ
仁
平
年
間（
一
一
五
一

〜
五
四
）」
で
あ
る
と
見
ら
れ
、「
作
歌
手
引
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
」
と

い
う
（『
新
編
国
歌
大
観
』「
和
歌
一
字
抄
解
題
」〈
井
上
宗
雄
氏
・
西
村
加

代
子
氏
〉）。

橘
為
義
は
、『
後
拾
遺
集
』
初
出
の
勅
撰
歌
人
で
あ
る
。『
後
拾
遺
集
』

に
二
首
、『
詞
花
集
』
に
一
首
（
同
歌
は
『
金
葉
集
』
三
奏
本
に
も
）、『
続

古
今
集
』
に
一
首
と
、
入
集
歌
数
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
道
長
家
の

家
司
で
、
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
の
東
三
条
院
四
十
賀
屏
風
歌
を
詠
進

し
、
ま
た
、
同
五
年
の
『
左
大
臣
家
歌
合
』
に
出
詠
す
る
な
ど
、
当
時
の

和
歌
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

附
記

　

本
稿
は
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝
統
文

化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
20
期
研
究
会
第
3

研
究
（
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
）、
お
よ
び
「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た

め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
（
科

学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
１
６
Ｋ
０
０
４
６
９
、

二
〇
一
六
〜
二
〇
一
九
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

*



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一
三

【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
数
・
一
六
丁
裏
）

（
数
・
一
七
丁
表
）

（
数
・
一
七
丁
裏
）



社会科学　第 49 巻  第 4号

一
四

（
数
・
一
八
丁
表
）

（
数
・
一
八
丁
裏
）

（
数
・
一
九
丁
表
）

（
数
・
一
九
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一
五

（
数
・
二
〇
丁
表
）

（
数
・
二
〇
丁
裏
）

（
数
・
二
一
丁
表
）



社会科学　第 49 巻  第 4号

一
六

（
数
・
二
一
丁
裏
）

（
数
・
二
二
丁
表
）

（
数
・
二
二
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一
七

（
数
・
二
三
丁
表
）

（
数
・
二
三
丁
裏
）

（
数
・
三
四
丁
裏
）



社会科学　第 49 巻  第 4号

一
八

（
数
・
三
五
丁
表
）

（
数
・
三
五
丁
裏
）

（
数
・
三
六
丁
表
）

（
数
・
三
六
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一
九

（
数
・
三
七
丁
表
）

（
数
・
三
七
丁
裏
）

（
数
・
三
八
丁
表
）

（
数
・
四
四
丁
裏
）



社会科学　第 49 巻  第 4号

二
〇

（
数
・
四
五
丁
表
）

（
数
・
四
五
丁
裏
）

（
数
・
四
六
丁
表
）

（
数
・
四
六
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

二
一

（
数
・
四
七
丁
表
）

（
数
・
四
七
丁
裏
）

（
数
・
四
八
丁
表
）



社会科学　第 49 巻  第 4号

二
二

（
数
・
四
八
丁
裏
）

（
数
・
四
九
丁
表
）

（
数
・
四
九
丁
裏
）


